
 

 

学習達成度評価アンケートの結果 

 

学習・教育レビュー室では、卒業生および修了生に対し、学生自身の学習達成度評価アンケートを実

施いたしました。以下に、実施アンケート項目を示します。 

 

徳山高専では、多くの事を学んだと思います。皆さんが卒業（修了）するにあたり、徳山高専で用意

したカリキュラムで、以下の期待した実力がついたと思いますか。 

    

 １．「世界に通用する」技術者をめざすための、実力がついたと思いますか。 

   １．十分な実力がついた。  ２．実力がついた。  ３．実力がついていない。 

 ２．「実践力のある」技術者をめざすための、実力がついたと思いますか。 

  １．十分な実力がついた。  ２．実力がついた。  ３．実力がついていない。 

 ３．「開発型」技術者をめざすための、実力がついたと思いますか。 

  １．十分な実力がついた。  ２．実力がついた。  ３．実力がついていない。 

 ４．総合的に、期待した実力がついたと思いますか。 

    １．十分な実力がついた。  ２．実力がついた。  ３．実力がついていない。 

５．徳山高専へのご意見をお願いします（自由記述）。 

 

 

 本科卒業生、専攻科修了生 計１２８名から、回答を頂きました。 ありがとうございます。 

 

本科卒業生に関しては例年と同様な傾向ですが、「実力がついていない」という回答が減ってきてい

るようです。 専攻科修了生は、平成１７年度と比較して（平成１８年度は不明）、「実力がついた」と

いう自己評価が増えており、頼もしく思います。 

 

＊ 平成１８年度の調査では、都合により本科生と専攻科生を分けた調査が出来ませんでしたが、今年

度（平成１９年度）は、平成１７年度と同様に分けて調査しました。 

 

平成１７年度アンケート結果は、 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/review/2006/GA/2005/sotugyou_an.pdf 

平成１８年度アンケート結果は、 

http://www.tokuyama.ac.jp/japanese/review/GA/2006/sotugyou_an(2006).pdf 

をご覧ください。 

 

次ページにアンケートの集計結果を、３ページ目にアンケート結果に目を通された平野校長からのコ

メントを掲載しております。 

 

                              学習・教育レビュー室より 



 
 
 
 



 
 
 

学習達成度評価アンケートの結果について 
 
 
 今月、本校を卒業あるいは修了された皆さん、学習達成度評価アンケートに協力していただき、

ありがとうございました。 
 今回のアンケートの結果を一昨年のアンケート結果と比較すると、学習・教育レビュー室のコメ

ントにもあるように、本科卒業生からは「実力がついていない」という回答が減っており、専攻科

修了生からは「実力がついた」という回答が増えていて、ほっとしました。事情があって昨年のア

ンケートの結果とは簡単に比較できないのですが、総じて良い方向に変化しているとみられます。 
 また、アンケートの自由記述欄には、33 人の卒業生・修了生がこれまでの高専での勉強を振り
返っての感想もしくは意見を記入してくれました。記入されたコメントの中には、本校で学んで良

かった、楽しかったという趣旨の感想がたくさんあり、学校の運営に責任を持つ者としてうれしく

感じました。後輩に対する励ましの言葉もありました。他方では、説明不足で意味を理解できない

記述、あるいは何らかの誤解をしているのではないかと感じられる記述などもありました。 
 いただいた意見の中には、本校で改善すべき点を指摘し、学校としても真剣に検討すべきと考え

られる意見がありました。このような意見については、これからの学校運営にできる限り反映して

いきたいと考えております。 
 本校は、今回のアンケートの結果も踏まえて、教育研究活動の一層の改善に努めてまいります。

卒業生・修了生の皆さんも、引き続き徳山高専を応援してください。よろしくお願いいたします。 
 
                                平成 20年 3月 
                                徳山工業高等専門学校長 
                                平野 千博 
 


